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 別記様式（第３条関係） 

会 議 録（１） 

会議の名称 令和６年度 第２回桶川市いじめ防止連絡協議会 

開催日時 
令和７年２月１２日（水） 

（開会）午後３時３０分（閉会）午後４時４５分 

開催場所 桶川市役所 会議室４０２ 

主宰者の氏名  

議長の氏名  

出席者氏名 

（委員） 

教育部長、学校教育監、秘書広報課長、安心安全課長、保

育課長、桶川市立小・中学校長会長、中央児童相談所安全

確認・市町村支援担当課長、桶川市ＰＴＡ連合会長、上尾

警察生活安全課長、桶川市青少年問題協議会委員 

欠席者氏名 

（委員） 

子ども未来課長、人権・男女共同参画課長、生涯学習・ス

ポーツ推進課長 

説明員氏名  

事務局職員 

職名及び氏名 

学校支援課長、学校支援課主幹兼指導主事 

会 

 

議 

 

事 

 

項 

議 題  

１ 開会 

２ 会長あいさつ 教育部長 

３ 資料説明・協議等 

（１）令和５年度埼玉県公立学校における児童生徒の問題行動・不登

校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要について 

（２）桶川市におけるいじめの現状について 

（３）いじめ防止に係る指導について 

（４）いじめ防止啓発の取組について 

（５）その他 

４ 閉会 

決定事項等  

 

配布資料 ・次第 ・委員名簿 

（１）令和５年度埼玉県公立学校における児童生徒の問題行

動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の

概要について 

（２）桶川市におけるいじめの現状について 

（３）いじめ防止に係る指導について 

（４）いじめ防止啓発の取組について 
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会 議 録（２） 

     議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 
 
 
会 長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
会 長 
 
委 員 
 
 
 
 
 
事務局 
 
委 員 
 
 
事務局 
 
 
委 員 
 
事務局 
 
 
 
事務局 
 
会 長 
 
委 員 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 

１ 開会 
 
２ 会長あいさつ（教育部長） 
本協議会の役割は、「いじめ防止等のための取組に関する関

係機関・団体との連絡調整」である。 
本市小・中学校においては、教職員によるいじめ見逃しゼロ

となるよう、早期発見、早期解決に取り組んでいるところであ
る。関係各機関や保護者・地域との連携を基盤に、いじめの未
然防止や早期解決に向けた取組を推進していきたい。 
 
３ 協議等 
（１）令和５年度埼玉県公立学校における児童生徒の問題行

動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要
について 

（２）桶川市におけるいじめの現状について 
資料に基づき説明。 
 
事務局の説明に質問、意見はあるか。 
 
１１月の学校生活アンケートでは保護者からも情報収集して

いるとのこと。保護者からの情報提供は、家庭の中で、子ども
から話を聞き、親子でコミュニケーションを取ったうえで把握
する事例と、保護者が子どもの異変に気づき連絡をする事例
と、どちらが多いか。 

 
 細かな件数は持ち合わせていないが、どちらの場合もある。 
 
 暴力行為を伴ういじめ事案の認知はどのくらいか。傾向が分
かれば教えていただきたい。 
 
 特に中学校では暴力行為を多く認知しており、指導や見届け
が必要であると捉えている。 
 
 埼玉県の警察スクールサポーター制度は活用しているか。 
 
 現在、桶川市内の小中学校において、制度を利用した活動は
実施していない。 
 
（３）いじめ防止に係る指導について 
資料に基づき説明及び動画視聴。 
 
事務局の説明に質問、意見はあるか。 

 
市内小学校のいじめ防止取組（動画）は、教職員が素晴らし

いと感じた。家庭の問題がいじめや不登校につながってしまう
のではないかという心配もある。今後も、家庭に対する啓発を
していただきたい。 

 
様々な家庭の事情もある。家庭に対する啓発として、懇談会

や入学説明会など、機会を捉えて実施していきたい。入学説明
会では親の学習講座も実施しているが、今後も継続していきた
いと考えている。 
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     議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 
委 員 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
委 員 
 
 
事務局 
 
委 員 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
委 員 
 
 
 
事務局 
 
 
 
事務局 
 
会 長 
 
委 員 
 
事務局 
 
事務局 
 
 
 
委 員 

 

いじめについて指導したことを保護者へ伝える際には、指導
内容について、いじめという認識をもって学校として指導し
た、と伝えるのか。いじめということを意識づけすることな
く、指導内容のみを伝えるのか。 

 
どちらの場合もある。事案の内容によっても変わってくる

が、いじめだと明らかにしたうえで保護者に伝える場合もある
し、あえていじめという言葉を使わずに伝える場合もある。行
った行為によって相手が傷ついた、嫌な思いをしたと伝えるこ
ともある。いずれにしても、何か起こった際には、両者の保護
者にきちんと伝えることが基本の対応である。 

 
あえていじめという言葉は使わないが、相手は不快に感じ

た、ということを伝えることもあるということか。 
 
そのような伝え方をすることもある。 
 
資料にもあるが、いわゆる傍観する子ども達について、文部

科学省の動画教材では、行為が先立ってしまい、正解を示して
いるようにも感じた。子どもの内面に迫ると、行為を後悔して
いる場合もあれば、傍観者として何も感じずにやっている場合
もある。傍観者であることを変えていく取組をしている事例等
はあるか。 

 
傍観者を何とかしなくてはいけないということは、市教育委

員会としても課題として捉えている。具体的な指導や取組はま
だ不十分であると感じている。効果的な指導や取組について、
情報収集に努めていきたい。 

 
子ども達から出た意見を取り上げていくことで雰囲気が変わ

っていくのではないか。それが、傍観者を減らすことにつなが
っていく。また、保護者にも伝えていくことが大切だ。 

 
情報収集も含め、効果的な周知の仕方についても検討してい

きたい。 
 

（４）いじめ防止啓発の取組について 
資料に基づき説明。 
 
事務局の説明に質問、意見はあるか。 
 
相談窓口に寄せられた相談件数等は情報共有がされるのか。 
 
具体的な相談件数等はこちらではわからない。 
 
本日の協議をもとに委員が感じたこと、考えたこと等につい

て、グループ協議をお願いしたい。その後、協議したことにつ
いて共有を図りたい。 
 
 いじめられている子どもに対して、周りの子どもが傍観者に
ならずに行動ができるといいのではないかという話があった
が、今度はその子がいじめのターゲットになってしまう可能性
もある。深刻な事態にならないように、放置せずに、早期の対
応が必要。子どもだけで解決できないときは大人の介入も必要
である。 
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     議 事 の 経 過 

発言者 発 言 内 容 
委 員 
 
 
 
 
 
会 長 
 
委 員 
 
事務局 
 
会 長 
 
 
 
 
 

 

いじめだけでなく、不登校についても課題であると感じた。
通信制の学校やフリースクール等は、不登校の子どもを受け入
れているが、費用が掛かる。子どもたちをどうしたらいいの
か、いじめ問題としても考えていきたい。 
 
（５）その他 
これまでの説明に質問、意見はあるか。 

 
 いじめ防止啓発ポスターは来年も作成予定か。 
 
 傍観者教育の視点を入れ、作成していきたい。 
 
 協議会で意見を出し合って、よりよいものを作成していきた
い。 
 以上で協議を終了とする。 
 良い意見交流ができ、実りある会議となった。今後も児童生
徒のいじめ防止、いじめの早期発見、早期解決に向けて、連携
しながら取り組んでいきたい。委員のご協力を願う。 
 
４ 閉会 
 

 


